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桜
の
開
花
が
早
ま
り
入
学
式
ま

で
も
つ
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
花
冷
え
と
な
っ
た
お
か
げ
で

満
開
の
桜
が
新
入
生
を
迎
え
入
れ

て
く
れ
ま
し
た
。し
か
も
後
半
は
、

春
の
嵐
も
な
く
暖
か
い
穏
や
か
な

日
々
が
続
き
、
桜
を
長
く
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
桜
の
開

花
宣
言
が
年
々
早
ま
っ
て
い
ま

す
。
暖
か
い
日
は
、
過
ご
し
や
す

い
も
の
で
す
が
、
気
温
の
上
昇
に

よ
り
、
樹
木
の
開
花
と
昆
虫
の
共

存
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
花
は
咲
い
て
も
受
粉
す
る
虫

が
い
な
け
れ
ば
実
は
結
ば
ず
、
改

め
て
自
然
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
任
期
最
後
の
議
会
報
と

な
り
ま
し
た
。
任
期
中
に
始
ま
り

ま
し
た
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
は
、
ア
ク
セ
ス
も
伸
び
開

か
れ
た
議
会
の
一
翼
を
担
い
ま
し

た
。
来
期
は
、
市
民
に
と
っ
て
よ

り
身
近
な
委
員
会
の
審
議
模
様
が

中
継
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
に
分
か
り
や
す
い
広
報
を
第
一

に
考
え
紙
面
編
集
に
努
め
て
い
き

ま
す
。�
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今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
十

一
件
の
条
例
関
係
議
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
条
例
の
一
部
改
正
議
案
】

《
総
員
の
賛
成
で
可
決
》

鎌
倉
市
開
発
事
業
等
に
お
け
る
手

続
及
び
基
準
等
に
関
す
る
条
例

　

店
舗
や
事
務
所
等
を
併
設
す
る

中
高
層
共
同
住
宅
に
つ
い
て
、
開

発
事
業
完
了
後
に
、
店
舗
や
事
務

所
等
を
住
戸
に
変
更
し
、
現
行
の

条
例
に
規
定
し
て
い
る
住
戸
数
を

超
え
て
し
ま
う
事
例
が
出
て
き
ま

し
た
。そ
の
た
め
、中
高
層
共
同
住

宅
に
店
舗
や
事
務
所
等
を
併
設
す

る
場
合
に
、
事
業
区
域
面
積
か
ら

店
舗
や
事
務
所
等
の
床
面
積
相
当

分
の
事
業
区
域
面
積
を
除
い
た
上

で
、
住
戸
数
を
算
出
す
る
よ
う
改

め
る
ほ
か
、
ワ
ン
ル
ー
ム
建
築
物

に
つ
い
て
の
定
義
を
明
確
化
す
る

な
ど
規
定
の
整
備
を
し
、
公
布
の

日（
平
成
二
十
一
年
三
月
十
三
日
）

か
ら
施
行
し
ま
す
が
、
店
舗
や
事

務
所
等
を
併
設
し
た
中
高
層
共
同

住
宅
の
戸
数
の
算
出
に
係
る
規
定

は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
一
歩
前
進
で
は
あ

る
が
、
区
分
所
有
し
て
登
記
さ
れ

た
店
舗
等
を
第
三
者
に
転
売
す
る

と
き
の
条
件
に
つ
い
て
も
、
運
用

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
ほ
し
い
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

鎌
倉
市
小
児
の
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例

　

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の

一
環
と
し
て
、
小
児
医
療
費
助
成

制
度
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た

め
、
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
か

ら
、通
院
医
療
費
の
助
成
対
象
を
、

所
得
制
限
を
設
け
て
小
学
校
六
年

生
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
児

童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
小

規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
規
定
の

整
備
を
し
、
平
成
二
十
一
年
十
月

一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
が
、
児
童

福
祉
法
の
一
部
改
正
に
係
る
規
定

は
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

鎌
倉
市
中
小
企
業
融
資
条
例

　

世
界
同
時
不
況
の
影
響
が
ま
す

ま
す
深
刻
化
す
る
中
、
中
小
企
業

融
資
制
度
の
拡
充
に
続
く
追
加
金

融
対
策
と
し
て
、
事
業
資
金
の
融

資
限
度
額
を
現
行
の
八
百
万
円
か

ら
一
千
五
百
万
円
に
、
経
営
安
定

資
金
の
融
資
限
度
額
を
現
行
の
一

千
万
円
か
ら
一
千
五
百
万
円
に
、

そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
、
平
成
二
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

鎌
倉
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
専
門
家
を
派

遣
で
き
る
制
度
の
対
象
を
自
主
ま

ち
づ
く
り
計
画
だ
け
で
は
な
く
、

地
区
計
画
や
建
築
協
定
な
ど
幅
広

く
支
援
で
き
る
仕
組
み
と
し
、
平

成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

鎌
倉
市
介
護
保
険
条
例

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三

年
度
ま
で
の
第
一
号
被
保
険
者
の

保
険
料
基
準
額
を
、
第
四
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
よ
る
給
付
費
等

の
増
加
を
見
込
み
、
年
額
四
万
二

千
九
百
六
十
円
か
ら
四
万
六
千
八

十
円
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
等
に

伴
い
、
保
険
料
率
の
区
分
を
八
段

階
方
式
か
ら
十
三
段
階
方
式
に
変

更
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

か
ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

【
条
例
の
制
定
議
案
】

《
総
員
の
賛
成
で
可
決
》

鎌
倉
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例

　

国
の
緊
急
特
別
対
策
の
一
環
と

し
て
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
行

わ
れ
る
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
図
る
と

と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
第
一
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
急
激
な

上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
の
財
源
と

し
て
交
付
さ
れ
る
介
護
従
事
者
処

遇
改
善
臨
時
特
例
交
付
金
を
適
正

に
管
理
運
営
す
る
た
め
、
新
た
に

基
金
を
設
置
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
、
公
布
の
日
（
平
成
二
十
一

年
三
月
十
三
日
）
か
ら
施
行
し
、

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
失
効
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
委
員
会
提
出

議
案
と
し
て
、
次
の
と
お
り
条
例

関
係
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
条
例
の
一
部
改
正
議
案
】

《
総
員
の
賛
成
で
可
決
》

鎌
倉
市
議
会
委
員
会
条
例

　

平
成
二
十
年
十
二
月
定
例
会
で

鎌
倉
市
事
務
分
掌
条
例
が
改
正
さ

れ
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
常

任
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ
い
て
、

観
光
厚
生
常
任
委
員
会
の
所
管
の

う
ち
、
こ
ど
も
部
を
こ
ど
も
み
ら

い
部
に
、
建
設
常
任
委
員
会
の
所

管
の
う
ち
、
都
市
計
画
部
を
都
市

調
整
部
に
改
め
る
と
と
も
に
、
建

設
常
任
委
員
会
の
所
管
に
、
新
設

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
政
策
部
を
加

え
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

中
小
企
業
融
資
条
例
改
正
な
ど

議
決
さ
れ
た
条
例
関
係
議
案

議
決
さ
れ
た
条
例
関
係
議
案

　

大
船
駅
西
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
（
歩
行
者
デ
ッ
キ
）
等
整

備
工
事
大
船
駅
西
口
地
区
に
つ
い

て
、
戸
田
建
設
株
式
会
社
横
浜
支

店
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
、
契
約
金
額
は
十
二
億
八

千
六
百
二
十
五
万
円
で
す
。
工
事

の
し
ゅ
ん
工
期
限
は
、
平
成
二
十

三
年
三
月
の
予
定
で
す
。

　

議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
不
動
産
を
取
得
す

る
た
め
の
議
案
が
二
件
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

鎌
倉
市
土
地
開
発
公
社
が
代
行

取
得
し
て
い
た
鎌
倉
広
町
緑
地
及

び
鎌
倉
中
央
公
園
拡
大
区
域
（
台

峯
）用
地
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

鎌
倉
広
町
緑
地
の
土
地
の
所
在

は
、
鎌
倉
市
腰
越
字
室
ヶ
谷
八
一

四
番
ほ
か
六
筆
、
地
目
は
山
林
、

宅
地
、
田
及
び
畑
、
面
積
は
一
万

四
千
九
百
四
十
八
・
五
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は
四
億
五

千
九
百
九
十
八
万
八
千
百
九
円
、

鎌
倉
中
央
公
園
拡
大
区
域（
台
峯
）

の
土
地
の
所
在
は
、
鎌
倉
市
山
崎

字
台
峯
二
六
三
六
番
ほ
か
五
十
八

筆
、地
目
は
田
、山
林
及
び
宅
地
、

面
積
は
二
万
九
千
二
百
二
十
・
六

七
平
方
メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は

六
億
六
千
百
七
十
万
七
千
九
百
十

六
円
で
す
。

　

議
会
で
は
、
こ
れ
ら
二
件
に
つ

い
て
、
い
ず
れ
も
多
数
の
賛
成
に

よ
り
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
、
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
の
議
案
に
同

意
し
ま
し
た
。
選
任
さ
れ
た
方
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
新
任
）

　

山
田
理
絵
氏
（
浄
明
寺
在
住
）

　

岡
本
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
許
可
取
り
消
し
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
で
は
、
現
地

調
査
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
付
議

事
件
に
関
す
る
各
種
資
料
の
調

査
、
市
職
員
、
退
職
者
及
び
事

業
者
、
近
隣
住
民
を
説
明
員
ま

た
は
参
考
人
と
し
て
出
席
を
要

請
し
、
意
見
の
聴
取
を
行
う
な

ど
、
事
実
関
係
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
が
、
復
命
書
等
の
存
否

の
確
認
並
び
に
資
料
要
求
及
び

そ
の
内
容
の
確
認
に
相
当
の
時

間
を
要
し
た
こ
と
と
、
今
期
の

任
期
も
目
前
に
迫
る
中
で
、
任

期
最
後
の
定
例
会
で
あ
る
こ
と

に
か
ん
が
み
、
事
実
解
明
に
つ

い
て
は
、
資
料
の
調
査
、
参
考

人
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行
っ
た

こ
と
で
当
委
員
会
を
終
了
す
る

と
い
う
結
論
に
達
し
、
三
月
二

十
五
日
の
本
会
議
で
委
員
長
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
委
員
長
報
告
を

承
認
し
、
調
査
を
終
了
し
ま
し

た
。

編
集
後
記

工
事
請
負
契
約
の
締
結

不
動
産
の
取
得

大船駅西口歩行者デッキイメージ図柏尾川横断部イメージ図

教
育
委
員
会
委
員

特
別
委
員
会

岡
本
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
調
査
特
別
委
員
会

︱ 

調
査
を
終
了 

︱ 全員協議会
　

今
定
例
会
前
の
二
月
二
日
に
議

会
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
市
長

か
ら
次
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税（
家

屋
）
の
一
部
課
税
誤
り
に
つ
い
て

　

平
成
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
年

度
ま
で
の
十
二
年
間
に
わ
た
り
、

固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
を

過
大
に
賦
課
・
徴
収
し
て
い
た
こ

と
が
判
明
し
た
。

　

課
税
誤
り
の
対
象
家
屋
は
、
一

般
的
な
木
造
住
宅
に
お
い
て
、
建

築
後
二
十
年
ま
た
は
二
十
五
年
が

経
過
し
た
家
屋
で
、
対
象
棟
数
は

一
万
三
千
四
百
九
十
六
棟
。
対
象

納
税
者
数
は
一
万
二
千
二
百
三
十

七
人
。
過
大
に
賦
課
し
た
金
額
約

一
億
六
千
四
百
万
円
、
利
息
相
当

分
を
含
め
約
一
億
七
千
四
百
万
円

と
な
る
。

　

原
因
は
、
シ
ス
テ
ム
作
成
の
指

示
誤
り
や
固
定
資
産
評
価
基
準
に

基
づ
く
評
価
替
え
時
の
確
認
不
足

で
あ
り
、
再
発
防
止
策
と
し
て
、

シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
連

す
る
各
業
務
に
つ
い
て
再
確
認

し
、
業
務
に
対
す
る
取
り
組
み
姿

勢
や
意
識
を
見
直
し
、
改
善
に
努

め
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
、
還

付
に
向
け
て
、
で
き
る
だ
け
速
や

か
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

今
定
例
会
会
期
中
の
三
月
十
一

日
に
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

し
、
市
長
か
ら
次
の
報
告
を
受
け

ま
し
た
。

●
鎌
倉
市
土
地
開
発
公
社
の
業
務

代
行
に
つ
い
て

　
（
仮
称
）
山
ノ
内
西
瓜
ヶ
谷
緑

地
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
、
鎌
倉

市
土
地
開
発
公
社
に
業
務
代
行
を

依
頼
す
る
も
の
で
、
取
得
し
よ
う

と
す
る
土
地
は
、
鎌
倉
市
山
ノ
内

字
西
瓜
ヶ
谷
一
一
四
〇
番
一
ほ
か

四
筆
、
地
目
は
山
林
、
取
得
面
積

は
公
簿
で
八
千
六
百
五
十
五
平
方

メ
ー
ト
ル
、
取
得
価
格
は
総
額
二

億
五
千
一
万
三
千
円
以
内
と
な
る
。

　

な
お
、取
得
価
格
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
一
年
一
月
十
六
日
に
開

催
さ
れ
た
鎌
倉
市
市
有
財
産
評
価

審
査
会
に
諮
問
し
、
答
申
さ
れ
た

価
格
で
あ
る
。


